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衆
議
院
議
員
阿
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知
子
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脳
死
臓
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移
植
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拡
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医
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に
関
す
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質
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に
対
し
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別
紙
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す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
脳
死
臓
器
移
植
の
拡
大
を
目
指
す
医
療
政
策
の
転
換
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
こ
れ
ら
の
事
例
」
の
詳
細
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
こ
れ
ら
の
事
例
が
示
し
て
い
る
よ
う

に
誤
っ
て
い
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ

い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘
の
「
脳
死
と
さ
れ
う
る
状
態
」
の
診
断
に
つ
い
て
は
、

「
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
の
運
用
に
関
す
る
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
（
平
成
九
年
十
月
八
日
付
け
健
医
発
第

一
三
二
九
号
厚
生
省
保
健
医
療
局
長
通
知
別
紙
。
以
下
「
臓
器
移
植
法
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
や
平
成
二
十
二

年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
に
よ
る
「
臓
器
提
供
施
設
に
お
け
る
院
内
体
制
整
備
に

関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
「
法
的
脳
死
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
以
下
「
法
的
脳
死
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い

う
。
）
等
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
診
断
の
誤
り
に
よ
っ
て
提
供
に
至
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
」
の
具
体
的
に
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘
の
「
脳
死
と
さ
れ



 

２ 

 

う
る
状
態
」
の
診
断
に
つ
い
て
は
、
一
の
１
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
臓
器
提
供
の
選
択
肢
提
示
」
及
び
「
そ
の
後
生
存

し
て
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
発
足
以
降
」
に
つ
い
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
な
い
が
、
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
臓
器
提
供
に
関
す
る
患
者

家
族
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
「
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
八
年
か
ら
令
和
二
年
ま
で
の
間
に
、
七
百
四
十
五
名
の
患
者
家
族
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
臓
器
保
護
目
的
の
患
者
管
理
」
の
「
処
置
」
に
つ
い
て

は
、
御
指
摘
の
「
令
和
三
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
「
五
類
型
施
設
に
お
け
る
効
率
的
な
臓
器
・
組
織
の
提
供
体

制
構
築
に
資
す
る
研
究 

ド
ナ
ー
評
価
・
管
理
と
術
中
管
理
体
制
の
新
た
な
体
制
構
築
に
向
け
て
」
」
に
お
い
て
、
例
え

ば
、
「
脳
死
患
者
に
お
い
て
は
、
心
血
管
系
に
お
け
る
自
律
神
経
系
の
求
心
性
神
経
応
答
や
視
床
下
部
下
垂
体
の
機
能
が
消

失
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
血
行
動
態
の
不
安
定
化
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
脳
死
特
有
の
生
理
学
的
変
化
を
理
解
し
た
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上
で
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
、
呼
吸
や
血
圧
等
の
管
理
に
係
る
処
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
救
急
・
集
中
治
療
に
お
け
る
終
末
期
医
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
延

命
措
置
に
つ
い
て
の
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
「
脳
死
と
さ
れ
う
る
状
態
」
で
臓
器
提
供
を
し
な
い
選
択
を
し
た

場
合
」
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
何
れ
を
選
択
す
る
場
合
も
、
患
者
や
家
族
ら
に
十
分
に
説
明
し
合
意
を
得
て
進
め
る
」

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
人
工
呼
吸
器
や
循
環
作
動
薬
な
ど
を
打
ち
切
」
る
か
否
か
も
含
め
、
「
患
者
や
家
族
ら

に
十
分
に
説
明
し
合
意
を
得
て
進
め
」
ら
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
長
期
脳
死
」
及
び
「
脳
不
全
患
者
で
あ
っ
て
も
脳
以
外
の
臓
器
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
長
期
に
生
存
で

き
る
こ
と
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
法
的
脳
死
判
定
」
が
行
わ
れ
る
前
の
患
者
に
対
し
て
、
患
者
の
全
身
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
呼
吸
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や
血
圧
等
の
管
理
に
係
る
処
置
の
よ
う
に
、
救
命
治
療
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
患
者
に
対
し
て
も
行
わ
れ
る
治
療
等
を
目

的
と
し
た
処
置
で
あ
り
、
か
つ
、
臓
器
移
植
を
医
学
的
に
適
正
に
実
施
す
る
上
で
必
要
と
認
め
ら
れ
、
結
果
的
に
「
臓
器
保

護
目
的
」
に
資
す
る
処
置
は
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
患
者
の
個
別
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
て
処
置
の
内
容
の
変
更
等
が
行

わ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
御
指
摘
の
よ
う
に
「
「
救
命
治
療
か
ら
臓
器
保
護
目
的
」
に
切
り
替
わ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、
法
的
脳
死
判
定
後
で
あ
る
べ
き
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
臓
器
提
供
施
設
連
携
体
制
構
築
事
業
」
は
、
令
和
五
年
七
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
十
四
回
厚
生
科
学
審

議
会
疾
病
対
策
部
会
臓
器
移
植
委
員
会
に
お
け
る
、
「
要
配
慮
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
医
療
専
門
職
の
守
秘
義
務
」

を
踏
ま
え
て
事
業
を
実
施
す
べ
き
と
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
家
族
へ
の
説
明
を
し
た
上
で
、
患
者
の
医
療
情
報
を
よ
り
適
切

に
取
り
扱
う
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
臓
器
提
供
の
経
験
が
豊
富
な
施
設
に
限
っ
て
当
該
情
報
を
共
有
す
る
事
業
で
あ
る
と
こ

ろ
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
や
御
指
摘
の
「
医
療
倫
理
」
に
の
っ
と
り
、
患

者
の
医
療
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
臓
器
提
供
数
を
増
や
し
た
い
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
な
し

崩
し
に
法
の
理
念
を
変
え
」
る
も
の
で
は
な
い
。 
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三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
臓
器
提
供
施
設
連
携
体
制
構
築
事
業
」
を
開
始
し
た
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
に

か
け
て
、
当
該
事
業
に
参
加
し
て
い
る
医
療
機
関
の
数
は
九
十
二
機
関
か
ら
百
二
十
九
機
関
へ
と
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

当
該
医
療
機
関
に
お
け
る
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
の
件
数
に
つ
い
て
も
十
七
件
か
ら
五
十
三
件
へ
と
増
加
し
て
お
り
、
当
該

事
業
は
、
全
国
に
お
け
る
当
該
件
数
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
あ
ら
ゆ
る
情
報
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
ご
家
族

に
提
示
す
る
文
書
「
ご
家
族
の
皆
様
に
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
こ
と
」
」
を
公
開
す
る
か
否
か
も
含
め
、
患
者
家
族
等
へ
の

適
切
な
情
報
提
供
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
一
義
的
に
は
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
適
切
に
検
討
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
も
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
可
能
な
限
り
ご
家
族
の
冷
静
な
判
断
に
資
す

る
よ
う
、
」
必
要
な
情
報
は
公
開
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
な
が
ら
、
公
開

す
る
情
報
の
内
容
も
含
め
、
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五
の
１
及
び
２
、
六
、
七
並
び
に
九
に
つ
い
て 



 

６ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
脳
血
流
の
消
失
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金
厚
生
労
働
科
学
特

別
研
究
事
業
に
よ
る
「
現
在
の
脳
死
判
定
基
準
で
脳
死
判
定
が
困
難
な
事
例
に
お
け
る
脳
死
判
定
代
替
法
の
確
立
に
向
け
た

研
究
」
（
以
下
「
令
和
四
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
研
究
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
様
々
な
理
由
で
法
的
脳

死
判
定
の
脳
幹
反
射
の
評
価
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
脳
血
流
の
停
止
の
確
認
・
・
・
で
、
脳
死
判
定
が
可
能
で
あ

る
」
と
さ
れ
、
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
十
五
回
厚
生
科
学
審
議
会
疾
病
対
策
部
会
臓
器
移
植
委
員
会

で
確
認
さ
れ
た
「
脳
死
判
定
に
お
け
る
補
助
検
査
に
関
す
る
作
業
班
の
検
討
結
果
」
（
以
下
「
作
業
班
検
討
結
果
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
「
現
在
の
法
的
脳
死
判
定
で
は
、
①
深
昏
睡
②
瞳
孔
が
固
定
し
、
・
・
・
径
が
左
右
と
も
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
③
脳
幹
反
射
の
消
失
④
平
坦
脳
波
⑤
自
発
呼
吸
の
消
失
の
全
て
の
状
態
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
眼
球
損
傷
や
鼓
膜
損
傷
、
高
位
脊
椎
損
傷
に
よ
り
②
及
び
③
の
確
認
が
困
難
な
場
合
が
存
在
す
る
。
そ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
確
認
で
き
る
項
目
は
す
べ
て
確
認
し
た
上
で
、
Ｃ
Ｔ
血
管
造
影
法
等
で
脳
血
流
の
消
失
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
法
的
脳
死
判
定
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
小
児
に
お
い
て
も
当
該
方
法
の
導
入
は
可
能
と
考
え
ら
れ

る
」
と
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
五
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
五
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
七
十
八
号
。
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以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律

第
百
四
号
）
第
六
条
第
二
項
の
判
定
（
以
下
「
法
的
脳
死
判
定
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
、
眼
球
損
傷
、
鼓
膜
損
傷
又
は

高
位
脊
髄
損
傷
に
よ
り
施
行
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
瞳
孔
の
状
態
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
脳
幹
反
射
の

消
失
の
状
態
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
脳
血
流
の
消
失
の
状
態
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
同
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
、
法
的
脳
死
判
定
に
当
た
っ
て
は
、
聴
性
脳
幹
誘
発
反
応
又
は
脳
血
流
の
消
失
を
確
認
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
四
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
研
究
に
お
い
て
は
、
「
脳
血
流
の
停
止
を
確

認
す
る
画
像
検
査
に
関
し
て
は
Ｃ
Ｔ
Ａ
が
最
も
選
択
さ
れ
る
べ
き
検
査
法
と
評
価
」
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
作
業
班
検
討
結

果
に
お
い
て
は
、
当
該
脳
血
流
の
停
止
を
画
像
検
査
で
確
認
で
き
る
状
態
を
「
脳
血
流
の
消
失
」
と
表
現
し
た
も
の
と
承
知

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
四
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
研
究
及
び
作
業
班
検
討
結
果
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の

「
「
脳
血
流
の
消
失
」
に
相
当
す
る
血
流
量
」
の
数
値
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
法
的
脳
死
判

定
に
採
用
を
検
討
し
て
い
る
検
査
は
、
脳
血
流
量
を
数
値
と
し
て
記
録
に
残
す
検
査
」
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
そ
れ
ら
の
数

値
は
異
な
る
検
査
間
で
比
較
で
き
る
も
の
」
で
は
な
い
。 

五
の
３
に
つ
い
て 



 

８ 

 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
研
究
及
び
作
業
班
検
討
結
果
に
お
い
て
は
、
御
指
摘

の
「
「
脳
血
流
の
消
失
」
に
相
当
す
る
血
流
量
」
の
測
定
が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
令
和
四
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
研
究
に
お
い
て
は
、
「
脳
死
判
定
の
脳
血
流
補
助
検
査
と
し
て
施
行

可
能
で
あ
る
画
像
検
査
」
と
し
て
、
「
①
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
脳
血
管
撮
影
：
（
四 

ve
sse

ls
 

Ｄ
Ｓ
Ａ
）
②
Ｃ
Ｔ
ア
ン

ギ
オ
グ
ラ
フ
ィ
（
Ｃ
Ｔ
Ａ
）
③
Ｃ
Ｔ
灌
流
画
像
（
Ｃ
Ｔ
Ｐ
）
④
Ｍ
Ｒ
ア
ン
ギ
オ
グ
ラ
フ
ィ
（
Ｍ
Ｒ
Ａ
）
⑤
Ｍ
Ｒ
灌
流
画
像

（
Ｍ
Ｒ
Ｐ
）
⑥
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
一
二
三
Ｉ

Ｉ
Ｍ
Ｐ
）
⑦
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
九
九
ｍ
Ｔ
ｃ

Ｈ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｏ
）
⑧
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

（
九
九
ｍ
Ｔ
ｃ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
」
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。 

八
及
び
十
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
五
例
」
の
詳
細
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
誤
診
」
及
び
「
脳
の
機
能
が
不
可
逆
的
に
廃
絶

し
た
患
者
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
的
脳
死
判
定
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
脳
血
流
検
査
」
の
み
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な

く
、
各
種
の
検
査
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
施
行
規
則
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
状
態
が
確
認
さ
れ
、
か
つ
、

当
該
確
認
の
時
点
か
ら
少
な
く
と
も
六
時
間
（
六
歳
未
満
の
者
に
あ
っ
て
は
二
十
四
時
間
）
を
経
過
し
た
後
に
、
当
該
状
態



 

９ 

 

が
再
び
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
、
臓
器
移
植
法
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
法

的
脳
死
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 


